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された。 
101以上巨大水腎症治験例は欧米に於て信頼し得
る報告 11例，本邦に於て 6例，教室K於ける 11以
上症例 7 例である。概して 20~30 才男子の左側に
多く，成因に関しては落合の実験lとより尿管上部Iζ
狭窄ある時，巨大となるととが立証されている。 
14. 先天性肝嚢腫の 1治験例
御子柴幸男(下都賀病院外科) 
65才の女について比較的稀な疾患とされている
肝嚢腫の内，左肝葉全体を占め内容約 800cc K及ぶ
孤立性単胞性嚢腫を術前触診，胃レ線検査に於ける
胃の左側への圧排像更に腹壁を通して嚢腫の穿刺を
行い乙れが診断を下して開腹し，左肝葉の切除を行
って治癒せしめた。
病理組織学的には内壁は扇平細胞で覆われ胆管の
一部増殖と間質の増殖，更に肝組織も軽度の増殖を
示していたが腺臆の構造はなかった。叉嚢腫の内容
も淡黄色を帯びた繋液で寄生虫及びその卵等を認め
ず細菌も塗沫，培養共に陰性であったので確かに先
天性嚢腫であろう。腎臓其他の臓器l乙嚢胞を併発す
るζ ともなく肝機能も正常であり術後経過は良好で
あり予後もよいと考える。 
15. 術後 Enterocolitisの 1治験例
福田俊夫(熱海官腸病院)
我々はたまたま，胆石の為胆嚢易IJ出後，合併せる
所謂術後 Enterocoli tisの1例に遭遇し，是を全治
せしめ得た。本症は極めて死亡率が高く，難治とき
れているが，本例iζ於ても大量の下血を主徴として
発熱，頻脈，白血球増多等を伴い，屡々ショック状
態lζ陥りながら，約 2週間の重篤な経過をたどった。
然し，幸い依復し， 4カ月後全治退院したものであ
る。此の間に於て我々は，比較的詳細に各種検査を
施行し得たので，白血球の著明な増加，血色素の高
度の低下，血液像，出血時間及び凝固時間，糞便中
細菌の抗生剤l乙対する感受性試験，強い肝機能障碍
の推移等，経過を追って得た一連の諸検査成績を報
告して御参考K供し，次l乙兎角も治癒lと導き得た治
療に就いて，大量の新鮮血輸血，副腎皮質ホルモン
及び抗生剤の併用が可成り効果が認められた事を述
べ，其の概要を報告する。 
16. 噴門側胃体部及び幽門部に同柱上皮癌のみ
られた 1例
西村忠雄(幸手協同病院)
患者 59才男，術前レ線所見で幽門癌及び体部腫
療の診断のもと胃切除術を施行するに，ド!yj門部l乙鷲
卵大潰蕩形成し，境界鮮明なる癌腫がみられ，それ
より口側へ 12cm離れて休部後壁に胡桃大ポリープ
状の腫蕩を認めた。両腫蕩聞は肉眼的l乙変化はみら
れない。幽門部の癌腫は組織学的に円柱上皮癌で浸
潤は筋層lζ及んでいる。体部は大部分が癌性変化を
示した円上皮癌で一部粘膜下層に浸潤し，癌細胞の
聞に未だ健常な上皮組織が混在している。両腫癖聞
には組織学的l乙腫蕩細胞を認めず。以上体部のポリ
ープ状腫蕩は組織発生学的に原発性で且つ初期なる
ものと考察する事により，本症例は幽門部及び体部
に生じた重複癌である。本邦iζ於ける胃重複癌は治
験例を加え 12例である。 
17. 試験管内における人体白血球のぶどう球菌
初期食菌実験
柏木 登(大学院) 
Coagulase産生能は病原性ぶどう球菌の一つの特
徴と考えられているが，人体白血球の食作用に対し 
Coagulase陽性菌と陰性菌はどの様な態度の相違を
示すであろうか。人体白血球血紫浮瀞液(1.4x107I 
ml)に培養菌液(1.7X 103/ml)を合わせ時間を追
って塗沫鏡検すると，陰性菌の場合は 120分で細胞 
1個当り 10個以上の菌を食菌したが， 陽性菌の場
合には Coagulaseの作用で血撲中氏 Fibrinがジエ
リー状の細かい塊となって析出し，菌はその中に包
埋されて白血球は食作用が発揮出来なくなる。では
一旦白血球内に入った両者の菌の相違はどうか。各
時間ごとに食菌中の白血球のサンプJレを洗い，白血
球内の生存菌数を，染めて見られる菌数と比較する
と，陽性菌の場合Kは細胞に入った初期Kは両者は
ほとんど一致した値を示すが，陰性菌の場合には，
初期にすでに 50%以上の菌が死滅してしまう事が
実験的に確かめられた。 
18. Ehrlich腹水癌マウスの肝 s-Glucuronidase
について
福田 陽(大学院)
担癌生体においては，腫蕩組織そのもの，及び血
清中の s-，-G の増強が，一般に認められているが，
その病態生化学的意義は未だ明らかでない点が多々
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ある。今回は，担癌動物において，腫蕩組織そのも
のから離れた組織の s-Gの活性を見る為， τマウス 
l乙Ehrlich腹水癌を移植し， 肝戸-Gの変動を経
過を追って追求した。測定方法は， Fishmanの方 
M法lとより，基質: :~~ Phenolphthalein glncuro・
500 
・dh pH4iEE酷酸緩衝液，肝1%ホモジエネ 
10 
ートを 2時間 incubateし， 5% TCA除蛋白後，
アルカリで中和， 遊離したフェノーJレフタレンを 
pH10.4のグリシン緩衝液にて発色， S55で比色し
た。結果:正常との比をとると，移植後第 1日比は
増強し，第 5日には正常値となり，漸次減少して，
第7日を最低とし，再び正常値K近づく。原因とし
て，初期比は癌毒素の肝における代謝結合のため増
強し，癌毒素が代謝結合能を overする時l乙減少す
ること等が考えられる。乙の意味づけのため，今後
の検討を必要とす。 
19. 視束前野電気刺激による小腸運動の変化に
及ぼすこ，三薬物の影響
夏目隆一(大学院) 
従来薬理学教室で行って来た植込み電極法を用 
い，ウサギの視束前野を電気刺激して行動の変化を
みると，散瞳，眼球突出，唾液分泌克進，流涙，耳
血管拡張等，自律神経性の症状が多く出現した。そ
乙で視束前野の自律神経性要素を検索する一段階と 
して，その部の電気刺激による小腸運動を示標に検
討を進めた。刺激には 1~5V. 20~60 c. p. s.，10 
m. s.の矩形波を用いた。
視東前野内側部電気刺激による小腸運動の変化は
12例中 7例が抑制反応を 2例が允進反応を他は不
定の成績であった。外側部を刺激した 5例は全て克
進反応を示した。
電気刺激により著しい運動尤進を示した例に
Chlorpromazine 1 mgjkg静注すると小腸の自発
運動には余り変化を与えないが，電気刺激の効果は 
抑制された。 Reserpine0.1 mgjkg静注により小
腸運動は数及び緊張をやや増したが，電気刺激によ
る允進反応は長時間K豆り抑えられた。
Aminopromazine 5 mgjkg静注は小腸の緊張
を急激に高め，運動充進を示したが，電気刺激によ
る允進反応は直ちに抑制された。しかし Chlorpro-
mazine，Reserpineの場合と異り，応用後 30分以 
後においては再び電気刺激効果がみられた。
20. 脳室クモ膜下腔濯流実験による中枢神経系
に関する薬理学的研究(映画供覧)
平島 毅(大学院)
薬物の中枢作用を体部への作用と分離して研究
する方法は種々試みられているが， 私は 1958年 
Feldbergらが行った方法K，二三の改良を加え，
猫の脳室クモ膜下腔濯流実験を試み Chlorproma-
zine，Thiopental sod.を始め諸種中枢作用薬につ
いて検討しこの方法が薬物の中枢作用を調べる手段
のーっとして有力なものであることを知ったので実
験方法並びに Chlorpromaiineの作用を中心に映
画により報告した。乙の実験の主眼は猫の脳室及び
クモ膜下腔を酸素を飽和した Locke液で濯流し，
乙の濯流液の中K薬物を応用レ濯流領域l乙含まれる
間脳・延髄等に存在する血管運動中枢，呼吸中枢に
直接作用させ， 薬物の中枢作用を呼吸， 血圧曲線
及び濯流液滴数を指標として観察する事にある。 
Chlorpromazineの場合を例にあげれば体部の静脈
内応用の 1j10~1j5量lとより著明な呼吸抑制と血圧
下降を認めた。
21. 訊癌の胸膜転移巣に LU17の注入治療を行
った 1剖検例
中野喜久男(大学院)
LU17を癌治療に応用した患者の剖検例について
は未だ報告が見られないが， 最近 52才女性の乳癌
の胸膜転移巣に LU177を4回 116mc左胸腔内注入 
治療を行った 1剖検例を得且つ Lu粒子塊と考えら
れる小体を最初に発見したので報告する。左胸膜は 
組織学的K癒痕状，硝子様に肥厚し最も著明に癌組
織の崩壊搬痕化を示し，右胸膜は左胸膜K比し癌の
進行強く更に両肺門， 両鎖骨上官， 胃周囲リンパ
腺，脊椎骨々髄にも癌転移巣の崩壊による硝子化を 
呈し，これらの癒痕巣には頼粒状，数珠状の微小な
Lu粒子塊と考えられる小体を認め， 乙の粒子塊は
鉱物学的検査で Lu結晶と近似のものなる ζとを知
った。乙の他肝，牌梁柱，心，腎皮質実質，副腎皮
質問質にも Lu177によると考えられる変性即ち細胞 
の核及び原形質の空胞変性，核濃縮及び線及び線維
の硝子化を認めた。尚臓器の放射能測定によっても
叉 Lu177肝牌等への体内移行を知りえたことから 
Lu177の臨床的応用には過量にならぬ様注意を要す
る
